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Globa 
lization 

Matt Sparke 長い期末レポートが課されます

Intro to 
Communication 

Domke テスト中心で、授業内容を中心に出題
されます

Communication Pitchford Short essayとテストがあります

Criminology Matsueda テスト中心です

SocialStratific
ation

Jake レポートとテスト両方課されます

Sociological Theory Kiser Edger 長い期末レポートとテストがあります

Chinese Art Haicheng 
Wang

テスト中心です

FLDWK Patrick M. 
Chidsey 

ショートレポートがいくつも課されま
す

クラスのサイズと成績評価はまちまちですが、大体の授業が教授の講義とTAによるグループ
ディスカッションの２段階構成で週３回ほどあります。社会学系の授業はreading課題がとても
多いので、効率よくこなさないと授業に間に合わなくなります。

22万円
7万円 １０ ７０万円
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11万円
10万円

143万円

ワシントン大学
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ワシントン大学で過ごした約10ヶ月間は私にとって挫折と挑戦そして出会いの連続でした。語
学面では、最初は授業で教授が言っていることが聞き取れなかったり、日常生活で何度も聞き
返したりしていたのが、留学を終える頃には、友人と色々な話をしたり、授業のディスカッ
ションで発言したりできるようになりました。リスニングが特に伸びたように思います。学業
面では、専門科目である社会学を中心に知識を深めると共に、興味のあったglobalizationやart
について学ぶことが出来ました。特に人種間の経済・教育格差問題など、アメリカの社会学が
力を入れて取り組んでいるトピックについて学ぶことが出来、非常に有意義でした。いくつか
の授業は懸命に努力しましたが、成績がふるわず、自分自身の力のなさを痛感しました。しか
し全ての授業を楽しんで受けることが出来、現地の教授陣と学生の熱意あふれる姿勢に非常に
刺激を受けました。生活面では最初の２週間世話をしてくださったホストファミリーと寮での
５人のアメリカ人と中国人のフラットメイトをはじめとして友人との出会いに恵まれ、学業面
以外でも旅行やキャンプに行く等、アメリカの文化を肌で感じることが出来ました。アメリカ
だけでなく各国から来た留学生と交流し、文化の違いを知りながら、楽しい時間を過ごしまし
た。 
また最後の学期には自分からインターンシップに応募し、現地の出版社と兵庫県のワシントン
事務所の２カ所でインターンとして働きました。学業との両立は大変でしたが、学生だけでな
く、現地で働く社会人の方達と交流することができたのは、自身の将来を考える上で貴重な経
験となりました。また、日本人留学生と現地の日本に興味のある学生とでソーラン節のチーム
を結成し、ワシントン大学とシアトル大学でパフォーマンスを行いました。語学や学業で挫折
し、時に悔しい思いもしましたが、積極的に挑戦することで素晴らしい出会いに恵まれ、充実
した留学生活となりました。




